





















































































































































































































































































































































































































 23) 伊地知善継・山口一郎監修『孫文選集　第 3巻』（社会思想社、1989年）464頁によると、出版





































































































































 36) 前掲『幸徳秋水全集 3』。
 37) 佐藤三郎著『中国人の見た明治日本　東遊日記の研究』253頁によると、書名は『癸卯東遊日記』
となっている。
 38) 明治 37年 4月 30日認可、明治 41年 4月 26日の第 5班卒業生 385名を出し廃止（『法政大学百
年史』、166–180頁）。
 39) 7月末に来日、8月 5日に入校（分教場日誌）。
 40) 現在の実践女子大学。

















































 44) 井上圓了講述『妖怪学講義』は、明治 26年 8月 24日刊「緒言」にはじまり、明治 27年 10月



























































































































































































れ、広東やマカオで、印刷宣教師として月刊誌 The Chinese Repository (1832–1851)の発行や


























S. W. ウィリアムズはその後も中国で研究と伝道を続け、1856年に『英華分韻撮要』(A Tonic 
Dictionary of the Chinese Language in the Canton Dialect )を、1884年に『漢英韻府』(A Syllabic Dic-
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